
 
 

12 月 22 日の学年集会では、12 月 19 日に開催したクラスマッチを振り返りながら、入試に向けての心構え

について生徒たちに話をしました。今回は、その内容を保護者の皆さまにも共有させていただきます。 

 

 

先日のクラスマッチでは、どのクラスも本当に素晴らしい姿を見せてくれました。競技そのものの盛り上がり

だけでなく、実行委員の準備、当日の運営、クラス内での声かけなど、見えないところで支え合う姿が随所に見

られました。企画・準備・調整・当日の進行。そのどれもが「誰かのために動く力」であり、この学年が大切に

してきた“仲間を思う気持ち”が形になった瞬間でした。私はこの日、「この学年は本当に強くなった」と強く感

じました。 

 

 

学年集会では、クラスマッチで見せた力は入試にもつながる

ことを話しました。「計画力」、「粘り強さ」、「仲間の存在」 

これらは、受験勉強の中で必ず生きる力です。そして、生徒た

ちにはこう伝えました。「背中を押すより、見守る方が似合う学

年になった。それだけ強く、頼もしくなったということです。」

これは決して励ましの言葉ではなく、彼らの姿を見てきたからこそ言える“実感”です。 

 

 

冬休みは、受験生にとって大きく伸びる時期です。学年集会では、生徒たちに次の３つを約束として伝えまし

た。「①毎日机に向かう」、「②弱点をなくす」、「③生活リズムを

崩さない」、この３つです。保護者の皆さまには、「今日はどの

時間に勉強する予定？」「昨日の学習の続き、どうだった？」と

いった、軽い声かけをしていただけると、子どもたちの背中を

そっと支える力になります。強いプレッシャーよりも、“見守っ

てくれている安心感”が、受験期の子どもには最も効果的です。 

 

 

受験期は、子ども以上に保護者の皆さまが不安を抱える時期でもあります。 

しかし、どうかご安心ください。この学年の生徒たちは、確かな成長を見せています。1 月から２月、３月に

かけて、努力が形になる瞬間を、生徒と、そして保護者の皆さまと一緒に迎えられることを、心から楽しみにし

ています。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 

クラスマッチを振り返り、入試に向けての心構え 

クラスマッチが教えてくれた「この学年の強さ」 

学年集会で生徒に伝えたこと 

冬休みの過ごし方 ― 家庭と学校で大切にしたい３つのこと 
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最後に ― 保護者の皆さまへ 
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